
 琵琶湖の保全及び再生に関する基本方針（案） 
 
１．琵琶湖の保全及び再生に関する基本的な指針 
 （１）趣旨 
   琵琶湖は、約４００万年の歴史を有する我が国最大の湖であり、近畿圏においては治

水上又は利水上重要な役割を担ってきている。そのように公益的な役割を担う湖であ

るとともに、多数の固有種が存在する等豊かな生態系を有し、貴重な自然環境及び水

産資源の宝庫として、その恵沢を国民がひとしく享受し、後代の国民に継承すべきも

のである。 
   しかしながら、琵琶湖においては、水質汚濁に係る環境基準は一部を除き未だ達成し

ておらず、アオコも依然として発生していることに加え、水草の大量繁茂、外来動植

物の増加等の新たな課題が生じており、琵琶湖の総合的な保全及び再生の取組を実施

する必要性が高まっている。これに鑑み、琵琶湖の特性及び琵琶湖をめぐる状況の変

化を踏まえ、琵琶湖と人との共生を基調とし、多様な主体の参加と協力を得て実施す

る琵琶湖の保全及び再生に関し実施すべき施策（以下「琵琶湖保全再生施策」という。）

について国が必要な支援を行うことを旨として、長期的な観点から総合的かつ効果的

に琵琶湖保全再生施策の推進を図ることを基本理念として、琵琶湖の保全及び再生に

関する法律第二条に基づき、本基本方針を策定するものである。 
なお、琵琶湖の保全及び再生にあたっては、以下が重要であるとの認識の下、これら

を行うものとする。 
① 琵琶湖の重要性や現状、保全及び再生の必要性について国民の幅広い共感を得る

よう努めること 
② 琵琶湖の保全と多様な産業活動等活力あるくらしとの共存を図るよう努めるこ

と 
③ 琵琶湖の価値を将来にわたって共有できるよう努めること 
これらを踏まえつつ、琵琶湖保全再生施策を総合的かつ効果的に推進することで、多

くの固有種を含む豊かな生態系や生物多様性を守り、健全な水循環のもとで琵琶湖とと

もにある人々が豊かなくらしを営み、さらには、文化的・歴史的にも価値のある琵琶湖

地域の良き伝統・知恵を十分に考慮した豊かな文化を育めるようにすることをもって、

琵琶湖と人とのより良い共生関係の形成を目指すものとする。 
 
（２）多様な主体の協働 
 琵琶湖保全再生施策は、森林、農地、市街地、河川、湖辺、湖内などにおいて広範

多岐にわたり、かつ相互に密接な関係を有している。また、琵琶湖と人々との関わり

も多様であり、関わる主体も国及び関係地方公共団体のみならず個人、事業者、特定

非営利活動法人等様々であることから、多様な主体が琵琶湖の保全及び再生に対する



 

 

認識を共有するとともに、それぞれの知見を活用し、より一層の連携を図ることが必

要である。 
 

（３）調査研究等 
生態系の変化や水質汚濁などに関するメカニズム等には未解明な部分が多く、諸課

題の抜本的な解決には至っていない現状にある。多岐にわたる分野において、継続的

な知見の集積に努めるとともに、蓄積された研究成果を有効に活用してメカニズムの

解明や抜本的な課題解決のために必要な調査研究等を行っていくことが必要である。 
また、調査研究を効果的・効率的に推進するため、国、関係地方公共団体及び各研

究機関等の連携・情報共有等をより一層図っていくことが必要である。 

 
２．琵琶湖保全再生施策に関する基本的な事項 
 琵琶湖の保全及び再生を行うにあたっては、琵琶湖の各水域における状況等も踏まえ

た施策の推進を図るものとする。 
（１）水質の汚濁の防止及び改善に関する事項 
琵琶湖の水質の汚濁の防止のために水質汚濁防止法、湖沼水質保全特別措置法等に

基づく工場及び事業場の排水対策、下水道、浄化槽、農業集落排水施設等の計画的な

整備による生活排水対策、農業用用排水施設の計画的な整備等による農地、市街地等

からの流出水対策、琵琶湖への流入河川及び琵琶湖内における水質保全対策等を図る

よう努めるものとする。 
 また、下水道、浄化槽、農業集落排水施設、農業用用排水施設等の社会資本につい

ては、適切な維持・管理・更新を行うよう努めるものとする。 
 
（２）水源の涵養に関する事項 
 琵琶湖の集水域に存する森林については、水源かん養保安林等の適正な配備を進め

つつ、適切な整備及び保全並びに森林に被害を及ぼしている動物の防除等を図るほか、

水源涵養機能を有する農地の確保、保全及び整備を行う等、農地における貯留機能の

向上等を図るよう努めるものとする。 
 
（３）生態系の保全及び再生に関する事項 
   イ 湖辺の自然環境の保全及び再生 
     琵琶湖の生態系の保全及び再生を図るため、琵琶湖の生態系にとって重要なヨシ

をはじめとした在来植物の群落の保全及び再生を図るほか、魚類等の生息・繁殖環

境としても重要な湖辺域を形成する内湖、砂浜、自然の湖岸等の環境の保全及び再

生、陸水域における連続性の確保を図るよう努めるものとする。 
 



 

 

   ロ 外来動植物による被害防止 
     琵琶湖においてオオバナミズキンバイ、オオクチバス等の外来動植物による生態

系及び漁業への被害が問題となっていることから、これらの外来動植物の防除を行

うとともに、効果的な防除方法の検討等を行うよう努めるものとする。  
 
   ハ カワウによる被害防止等 
     カワウによる漁業及び植生被害を防止するため、広域的な連携のための協議会を

設置するとともに、カワウの生息状況や被害状況の調査に基づく防除措置等の有効

な実施に関する支援を行い、カワウの防除措置及び捕獲等による個体数の管理、森

林の整備及び保全等カワウの被害に係る自然環境の回復を図るよう努めるものと

する。 
 
   ニ 水草の除去等 

底質の保全及び改善、悪臭の防止等生活環境の改善、漁業環境の改善や船舶の航

行の安全の確保等のため、大量繁茂している水草の除去のほか、湖底の耕うん、湖

底における砂地の造成、湖岸に漂着したごみの処理に努めるものとする。 
また、水草の除去方法や有効利用等について検討するとともに、抜本的な課題解

決のために必要な調査研究を行うよう努めるものとする。 
 
（４）景観の整備及び保全に関する事項 
   琵琶湖が歴史的な景勝地としても国民の貴重な財産であることに鑑み、琵琶湖及び琵

琶湖を中心とする周辺地域の一体的な景観の整備及び保全に努めるものとする。さらに、

伝統的知識・技術・文化の継承・保全を図りつつ、文化的な価値があるとして文化庁に

より選定された重要文化的景観を次世代へと継承するよう努めるものとする。 
 
（５）農林水産業、観光、交通その他の産業の振興に関する事項 
イ 環境に配慮した農業の普及その他琵琶湖の環境と調和のとれた産業の振興に関

する事項 
     多様な生物を育む水田の整備等環境に配慮した農業のほか、琵琶湖流域の森林の

多面的機能の発揮に貢献する林業、木材の有効活用その他琵琶湖の保全及び再生に

資する環境関連産業等、琵琶湖の環境と調和のとれた産業の振興を図るよう努める

ものとする。      
 
   ロ 水産資源の適切な保存及び管理等に関する事項 
     琵琶湖における水産資源を回復し、漁業の振興を図るため、稚魚の放流等水産動

物の種苗の放流や、砂地造成等漁場の整備及び保全、資源管理型漁業の推進等の対



 

 

策により、水産資源の適切な保存、管理等を図るよう努めるものとする。 
      
   ハ 観光、交通その他の産業に関する事項 
     琵琶湖及びその周辺に存在する多様な自然観光資源を保全しつつ持続的に活用

するエコツーリズム等の推進を通じて観光を振興し、地域活性化への貢献を図るよ

う努めるものとする。 
また、琵琶湖への関心を高めるとともに、琵琶湖周辺の環境負荷の軽減、災害

時における輸送の確保等を図るため、湖上交通の活性化を図るよう努めるものと

する。 
 

（６）教育の充実等に関する事項 
    農業体験、魚を学ぶ体験、森林・林業体験、自然観察会その他自然を観察する機会

の充実及びエコツーリズムの推進等を通じて、琵琶湖の自然環境に関する教育の充実

を図るとともに、琵琶湖の多面的な重要性を幅広く広報・啓発し、琵琶湖の保全及び

再生に関する国民の関心と理解を深めるよう努めるものとする。 
   
３．その他琵琶湖の保全及び再生に関する重要事項 
（１）琵琶湖保全再生推進協議会に関する事項 
  国及び関係地方公共団体等は、必要に応じて琵琶湖保全再生推進協議会を組織し、琵

琶湖保全再生施策の推進に関し必要な事項について協議を行うとともに、琵琶湖保全再

生施策の実施に関し連携を図るよう努めるものとする。 
 

（２）資料の作成及び公表に関する事項 
  琵琶湖の保全及び再生の状況並びに琵琶湖の保全及び再生に関して講じた施策に関

して作成した資料は、適時に、かつ適正な方法により公表するとともに、国民への琵琶

湖に関する理解促進並びに普及啓発のための情報発信を積極的に行うよう努めるもの

とする。 


